
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高知市立潮江東小学校 授業研究会 
平成３０年６月２９日（金）  

国語科 第５学年「立場を決めて討論をしよう」 上平田 和代 教諭 

 

授業の視点 

 

 

本時の目標 

 
授業改善を確かな形にするために、新たな学び場がスタ
ートしました。本授業研究会は、これからの「高知の授
業づくり改革」に向けて、どういった視点が大切なのか
を参加者と共有し、明日からの授業づくりの方向性を確
認するとともに、主体的・対話的で深い学びの実現に向
け、授業の質を高めることを目的としています。 

討論モデル動画と原稿文から答え方のポイントを使って、質問に
対する答えを書いたり話したりできる。 

「答え方」のポイントを生かしながら、質問に対する答えを
表現しているかどうか。 

本単元で付けたい力は、立場を決めて説得力ある主張をしたり相手の主張と理由について自分の考えと比べながら聞いたりする力です。しかしなが
ら、「話すこと・聞くこと」の教科書教材は紙面という性質上、文字に落とされています。したがって、教科書教材の「話すこと・聞くこと」も読み物
教材のような展開になってしまう恐れがあります。 
そこで、「話すこと・聞くこと」領域で能力ベイスの授業をするためには、話しながら・聞きながら表現の質を高めていく単元構成を工夫する必要

があります。 

 

 

最 終 板 書 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者の 

 

 

 

 

 

 

授業リフレクション 

 

 

子供の期待に応える学びをともにつくりませんか

＊討論モデル動画の「答え方」のポイントを生かしながら質問に対する答えを表現することができていたか。 
＊「話すこと」への学びを深めるために有効な手立てをうてていたか。 

え方について学ぶ」などを繰り返しながら学ぶ（ミニ討論を重ねていく）〕

⇒〔最終討論〕というように、「話しながら」「聞きながら」を 

行き来しながら表現の質を高める活動にしていくということ 

です。つまり、単元構成そのものの作り方を能力ベイスに 

作り直すことが大切です。 

子供たちは単元を終え、学んだことが生かせ

た満足感とその場で考えて話す力が伸びた実感

を味わえたように感じました。 

本時では課題も多く、習得⇒活用型パターン

から脱却する必要があることを強く意識できた

一方、それにより安心して学べている児童をど

う導いていくか、研究していかなければならな

いと痛感しました。 

上平田 和代 教諭 

・模擬授業の研修の時より、子供の思考の流れや

学びがより明確になり、とても分かりやすくよ

い授業でした。 

 これまで培ってこられた子供たちの力が今日

の１単位時間につながっていると思いました。 

 「型」からの脱却を実践していくハードルは、

とても高く感じますが、付ける力を「ひがしっ

子」のように付け、子供の力を信じて学ぼうと 

 授業リフレクションでは、「対話の場面で、『それだ 

ったら納得する』『納得、納得』と自分事に落として友達の意見を聞くことが

できていた」「振り返りで、今、自分たちはこういうことができるようになっ

たから、討論でこういう意見が言えると見通しをもてていた」「押さえたいポ

イントである『しかし』『たしかに』を子供はよく使えていたが、話の型を覚

えることに終始していたのではないか。実際に討論するときに、今日の学習 

           が果たして有効に生きるのだろうが」などの意見が 

 出されました。 

  従来の内容ベイスの単元構成では、〔導入で討論の

イメージを持つ〕⇒〔討論までに討論の仕方を学ぶ

（内容理解を図る）〕⇒〔準備をした後、討論を行う〕

という流れだった。この“型”から、一歩抜き出るこ

とが必要です。 

 今、求められている能力ベイスの単元構成は、〔導

入でゴールの確認とともに、討論の視点について学

ぶ〕⇒〔最終討論に向けて、「質問について学ぶ」「答 

  

            

 

 

学びのデザインを「形成」「整理」「再構築」の３つで整理して考えると次

のように考えることができます。 

まず、言葉や対象、使い方、意味に着目し、 

質問に対する的確な表現方法を選び、自分の 

表現方法を「形成」します。次に、他者との 

交流の中で、自分が最初に表現したものをも 

う一度見直し、他者の知見を生かします。「… 

そうか。そういう言い方もあるのか。」と、少 

し自分の表現方法が不十分であったところを「整理」して、いいものにして

いきます。最後に、交流の中で得た知見を「再構築」します。自らの表現を

リメイクし、現段階での自分の納得する表現方法を得ます。 

 このように“見方・考え方”で学びをデザインすることで、子供の経験群

の質を、一段高いステージへ引き上げることができます。 

 

 する意欲に託すことができればと思いました。 

・進んで授業に参加する子供の姿に圧倒されま

した。 

・今日の事後研をとおして、子供たちの深い学び

につながるカリキュラム開発に、単元を決めて

チャレンジしていきたいと思いました。 

・子供たちが自分事となる単元のゴールや授業

構成について、自分の授業づくりに生かしてい

きたいと思いました。 


